
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち、表裏の合成樹脂フィルムの
周縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の固定板の両側又は片側に、四
角形状の折り曲げ板をヒンジを介してそれぞれに連設し、前記ヒンジのそれぞれに、１個
又は複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設け、前記切欠きのそれぞれの固定板の端縁部
に、前 り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、対応する折り
曲げ板の切欠きの断面と係合する嵌合平面をもち外側に角の面取り部をもつ係合突起を設
けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材を、前記注出口部の注出孔に前記ヒン
ジを注出方向に平行にして挿着したことを特徴とする開口維持部材付パウチ。
【請求項２】
　使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち、表裏の合成樹脂フィルムの
周縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の固定板の両側又は片側に、四
角形状の折り曲げ板をヒンジを介してそれぞれに連設し、前記ヒンジの対応する位置のそ
れぞれに、１個又は複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設け、前記切欠きのそれぞれの
前記折り曲げ板側の側辺周縁部に嵌合突起を設け、前記切欠きのそれぞれの前記固定板側
の上辺と下辺のどちらかの片側の周縁部に前記切欠きに突き出す嵌合突起を、前 り曲
げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、前記側辺周縁部の嵌合突起の
片側端部を下面に嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材を
、前記注出口部の注出孔に前記２本のヒンジを注出方向に平行にして挿着したことを特徴
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とする開口維持部材付パウチ。
【請求項３】
　使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち、表裏の合成樹脂フィルムの
周縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の固定板の両側又は片側に、四
角形状の折り曲げ板をヒンジを介してそれぞれに連設し、前記ヒンジの対応する位置のそ
れぞれに、複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設け、所定数の前記切欠きのそれぞれの
固定板の端縁部に、前 り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに
、対応する折り曲げ板の切欠きの断面と係合する嵌合平面をもち外側に角の面取り部をも
つ係合突起を設け、且つ、他の前記切欠きの前記折り曲げ板側の側辺周縁部に嵌合突起を
設け、前記切欠きの前記固定板側の上辺と下辺のどちらかの片側の周縁部に前記切欠きに
突き出す嵌合突起を、前記折り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたとき
に、前記側辺周縁部の嵌合突起の端部を下面に嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ
合成樹脂製の開口維持部材を、前記注出口部の注出孔に前記ヒンジを注出方向に平行にし
て挿着したことを特徴とする開口維持部材付パウチ。
【請求項４】
前記注出口部の注出孔に挿着する開口維持部材の両側の折り曲げ板の外側の側辺が、注出
方向へ先細りの傾斜をもつことを特徴とする請求項１乃至３記載の開口維持部材付パウチ
。
【請求項５】
使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち、表裏の合成樹脂フィルムの周
縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の固定板の片側に、四角形状の折
り曲げ板をヒンジを介して連設し、前記ヒンジに１個又は複数の四角形状の切欠きを跨が
らせて設け、前記切欠きのそれぞれの固定板の端縁部に、前記折り曲げ板を前記ヒンジを
介して内側へ直立に折り曲げたときに、折り曲げ板の切欠きの断面と係合する嵌合平面を
もち外側に角の面取り部をもつ係合突起を設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維
持部材を、前記注出口部の注出孔に前記ヒンジを注出方向に平行にして挿着したことを特
徴とする開口維持部材付パウチ。
【請求項６】
使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち、表裏の合成樹脂フィルムの周
縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の固定板の片側に、四角形状の折
り曲げ板をヒンジを介して連設し、前記ヒンジに１個又は複数の四角形状の切欠きを跨が
らせて設け、前記切欠きの前記折り曲げ板側の側辺周縁部に嵌合突起を設け、前記切欠き
の前記固定板側の上辺と下辺のどちらかの片側の周縁部に前記切欠きに突き出す嵌合突起
を、前記折り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、前記側辺周縁
部の嵌合突起の端部を下面に嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口
維持部材を、前記注出口部の注出孔に前記ヒンジを注出方向に平行にして挿着したことを
特徴とする開口維持部材付パウチ。
【請求項７】
使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち、表裏の合成樹脂フィルムの周
縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の固定板の片側に、四角形状の折
り曲げ板をヒンジを介して連設し、前記ヒンジに複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設
け、所定数の前記切欠きのそれぞれの固定板の端縁部に、前記折り曲げ板を前記ヒンジを
介して内側へ直立に折り曲げたときに、折り曲げ板の切欠きの断面と係合する嵌合平面を
もち外側に角の面取り部をもつ係合突起を設け、且つ、他の前記切欠きの前記折り曲げ板
側の側辺周縁部に嵌合突起を設け、前記切欠きの前記固定板側の上辺と下辺のどちらかの
片側の周縁部に前記切欠きに突き出す嵌合突起を、前記折り曲げ板を前記ヒンジを介して
内側へ直立に折り曲げたときに、前記側辺周縁部の嵌合突起の端部を下面に嵌着するよう
に設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材を、前記注出口部の注出孔に前記
ヒンジを注出方向に平行にして挿着したことを特徴とする開口維持部材付パウチ。
【請求項８】
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前記折り曲げ板の外側縁部又は全体を、固定板を含む平面に対して、折り曲げ方向へ所定
の角度だけ傾斜させたことを特徴とする請求項１乃至７記載の開口維持部材付パウチ。
【請求項９】
前記注出口部の表裏の合成樹脂フィルムの少なくとも片側を透明又は半透明にして、挿着
した前記開口維持部材をパウチ外側から目視可能にしたことを特徴とする請求項１乃至８
記載の開口維持部材付パウチ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液体洗剤、トイレタリー、果汁飲料及び調味料などの詰替え用パウチに関する
もので、詳しくは、内容物を注出し易い開口維持部材付パウチに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、環境保全や省資源の立場から、各種の液体内容物に詰替え用容器が広く使用される
ようになってきた。この詰替え用容器としては、使用時に注出口部の先端を切断して開口
し、内容物を注出する合成樹脂フィルムからなる柔軟な注出口部付パウチがあるが、他の
容器へ内容物を詰め替えるときに、注出口部の内容物の注出のし易さを改善するために、
例えば、特開平８－２５３８号公報に記載されいる注出口部の注出孔を中空円筒状又は中
空半円筒状に成形したものや、特開平９－２４９５６号公報に記載されている注出口部の
注出孔に半硬質ないし硬質パイプを埋没したものなどが知られていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来の内容物の注出性を改善した注出口部付パウチは、内容物を
充填する前に、パウチ本体は平坦であるが注出口部が立体構造になっているため、流通及
び保管時の集積効率が悪く、また、内容物充填時に、充填機内でのパウチの搬送上のトラ
ブルが発生し易く、このため、特殊な搬送装置などを必要とすることがあった。
【０００４】
本発明は、上述の従来の注出口部付パウチの問題を解決したものであり、注出口部が平坦
で流通及び保管時の集積効率が良く、内容物充填機上でのパウチの搬送上のトラブルがな
く、内容物注出時には、注出口部の注出孔を注出し易い立体構造に、ワンタッチでクリッ
ク感をもってしっかりと確実にできる開口維持部材付パウチを提供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　すなわち、本発明の第１の発明は、図１（ａ）に示すように、使用時に先端を切断して
注出孔（１１１）を開口する注出口部（１１０）をもち、表裏の合成樹脂フィルムの周縁
部をシールしてなる柔軟なパウチ（１００）において、図１（ｂ）に示すように、四角形
状の固定板（２１０）の両側又は片側に、四角形状の折り曲げ板（２２０）をヒンジ（２
０１）を介してそれぞれに連設し、前記ヒンジのそれぞれに、１個又は複数の四角形状の
切欠き（２０３）を跨がらせて設け、前記切欠きのそれぞれの固定板の端縁部に、前
り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、対応する折り曲げ板の切
欠きの断面（２２２）と係合する嵌合平面（２３２）をもち外側に角の面取り部（２３３
）をもつ係合突起（２３０）を設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材（２
００）を、前記注出口部（１１０）の注出孔（１１１）に前記ヒンジ（２０１）を注出方
向に平行にして挿着したことを特徴とする開口維持部材付パウチ（１０）である。
【０００６】
　次に、本発明の第２の発明は、図５（ａ）に示すように、使用時に先端を切断して注出
孔（１１１）を開口する注出口部（１１０）をもち、表裏の合成樹脂フィルムの周縁部を
シールしてなる柔軟なパウチ（１００）において、図５（ｂ）に示すように、四角形状の
固定板（２１０）の両側又は片側に、四角形状の折り曲げ板（２２０）をヒンジ（２０１
）を介してそれぞれに連設し、前記ヒンジの対応する位置のそれぞれに、１個又は複数の
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四角形状の切欠き（２０３）を跨がらせて設け、前記切欠きのそれぞれの前記折り曲げ板
側の側辺周縁部に嵌合突起（２２１）を設け、前記切欠きのそれぞれの前記固定板側の上
辺と下辺のどちらかの片側の周縁部に前記切欠きに突き出す嵌合突起（２１１）を、前

り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、前記側辺周縁部の嵌合
突起（２２１）の片側端部を下面に嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製
の開口維持部材（２００）を、図５（ａ）に示すように、前記注出口部（１１０）の注出
孔（１１１）に前記２本のヒンジ（２０１）を注出方向に平行にして挿着したことを特徴
とする開口維持部材付パウチ（１０）である。
【０００７】
　次に、本発明の第３の発明は、図８（ａ）に示すように、使用時に先端を切断して注出
孔（１１１）を開口する注出口部（１１０）をもち、表裏の合成樹脂フィルムの周縁部を
シールしてなる柔軟なパウチ（１００）において、図８（ｂ）に示すように、四角形状の
固定板（２１０）の両側又は片側に、四角形状の折り曲げ板（２２０）をヒンジ（２０１
）を介してそれぞれに連設し、前記ヒンジの対応する位置のそれぞれに、複数の四角形状
の切欠き（２０３）を跨がらせて設け、所定数の前記切欠きのそれぞれの固定板の端縁部
に、前 り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、対応する折り
曲げ板の切欠きの断面（２２２）と係合する嵌合平面（２３２）をもち外側に角の面取り
部（２３０）をもつ係合突起（２３０）を設け、且つ、他の前記切欠きの前記折り曲げ板
側の側辺周縁部に嵌合突起（２２１）を設け、前記切欠きの前記固定板側の上辺と下辺の
どちらかの片側の周縁部に前記切欠きに突き出す嵌合突起（２１１）を、前記折り曲げ板
を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、前記側辺周縁部の嵌合突起（２２
１）の端部を下面に嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材
（２００）を、図８（ａ）に示すように、前記注出口部（１１０）の注出孔（１１１）に
前記ヒンジを注出方向に平行にして挿着したことを特徴とする開口維持部材付パウチ（１
０）である。
【０００８】
次に、本発明の第４の発明は、図４に示すように、前記注出口部の注出孔に挿着する開口
維持部材（２００）の両側の折り曲げ板（２２０）の外側の側辺（２２３）が、注出方向
へ先細りの傾斜をもつことを特徴とする第１乃至第３の発明に記載の開口維持部材付パウ
チである。
【０００９】
次に、本発明の第５の発明は、使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち
、表裏の合成樹脂フィルムの周縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の
固定板の片側に、四角形状の折り曲げ板をヒンジを介して連設し、前記ヒンジに１個又は
複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設け、前記切欠きのそれぞれの固定板の端縁部に、
前記折り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、折り曲げ板の切欠
きの断面と係合する嵌合平面をもち外側に角の面取り部をもつ係合突起を設けた平板状で
剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材を、前記注出口部の注出孔に前記ヒンジを注出方向
に平行にして挿着したことを特徴とする開口維持部材付パウチである。
【００１０】
次に、本発明の第６の発明は、使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち
、表裏の合成樹脂フィルムの周縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の
固定板の片側に、四角形状の折り曲げ板をヒンジを介して連設し、前記ヒンジに１個又は
複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設け、前記切欠きの前記折り曲げ板側の側辺周縁部
に嵌合突起を設け、前記切欠きの前記固定板側の上辺と下辺のどちらかの片側の周縁部に
前記切欠きに突き出す嵌合突起を、前記折り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折
り曲げたときに、前記側辺周縁部の嵌合突起の端部を下面に嵌着するように設けた平板状
で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材を、前記注出口部の注出孔に前記ヒンジを注出方
向に平行にして挿着したことを特徴とする開口維持部材付パウチである。
【００１１】
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次に、本発明の第７の発明は、使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部をもち
、表裏の合成樹脂フィルムの周縁部をシールしてなる柔軟なパウチにおいて、四角形状の
固定板の片側に、四角形状の折り曲げ板をヒンジを介して連設し、前記ヒンジに複数の四
角形状の切欠きを跨がらせて設け、所定数の前記切欠きのそれぞれの固定板の端縁部に、
前記折り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、折り曲げ板の切欠
きの断面と係合する嵌合平面をもち外側に角の面取り部をもつ係合突起を設け、且つ、他
の前記切欠きの前記折り曲げ板側の側辺周縁部に嵌合突起を設け、前記切欠きの前記固定
板側の上辺と下辺のどちらかの片側の周縁部に前記切欠きに突き出す嵌合突起を、前記折
り曲げ板を前記ヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、前記側辺周縁部の嵌合突
起の端部を下面に嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材を
、前記注出口部の注出孔に前記ヒンジを注出方向に平行にして挿着したことを特徴とする
開口維持部材付パウチである。
【００１２】
次に、本発明の第８の発明は、前記折り曲げ板（２２０）の図１３（ａ）に示す外側縁部
又は図１３（ｂ）に示す全体を、固定板（２１０）を含む平面に対して、折り曲げ方向へ
所定の角度（α°，θ°）だけ傾斜させたことを特徴とする第１乃至第７の発明に記載の
開口維持部材付パウチ（２００）である。
【００１３】
そして、本発明の第９の発明は、前記注出口部の表裏の合成樹脂フィルムの少なくとも片
側を透明又は半透明にして、挿着した前記開口維持部材をパウチ外側から目視可能にした
ことを特徴とする第１乃至第８の発明に記載の開口維持部材付パウチである。
【００１４】
【作用】
本発明の開口維持部材付パウチは、内容物が充填されるまでは、開口維持部材を挿着する
注出口部もパウチ本体と同様に比較的に平坦であるため、流通及び保管時の集積効率が良
く、また、内容物充填機上でのパウチの搬送上のトラブルがなく、搬送のための特殊な装
置を必要としない。
【００１５】
また、本発明の開口維持部材付パウチの注出口部に挿着された開口維持部材には、パウチ
の外側から両側の折り曲げ板を指で折り曲げるためのヒンジが設けられており、また、係
合突起の外側角部が面取りしてあるため、折り曲げ板を容易にワンタッチで直立させるこ
とができる。この直立する折り曲げ板は、係合突起の嵌合平面にクリック感（カチッと抵
抗感をもつこと）をもってしっかりと停止する。
【００１６】
また、他の本発明の開口維持部材付パウチの注出口部に挿着された開口維持部材には、パ
ウチの外側から折り曲げ板を指で折り曲げるためのヒンジが設けられており、折り曲げ板
を容易にワンタッチで直立させることができ、直立する折り曲げ板は、切欠きの側辺周縁
部に設けられた嵌合突起の端部を、固定板の切欠きの上辺と下辺のどちらかの片側の周縁
部に設けられた切欠きに突き出す嵌合突起の下面に、梃子の原理でクリック感（カチッと
抵抗感をもつこと）をもってしっかりと嵌着する。
【００１７】
そして、内容物の注出するときに、立体構造になった剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部
材が、柔軟な合成樹脂フィルムから形成される注出口部を内側から筒状の開口状態に維持
して内容物の流路を確保するため、パウチの注出口部からの内容物の注出が良好となる。
なお、直立した折り曲げ板は、固定板に設けられた嵌合平面又は嵌合突起により、それ以
上に倒れ込んで流路を狭くすることがなく、また、クリップ感で折り曲げ板が完全に直立
したことが分かるので、不透明なパウチにも適用することができる。
【００１８】
また、注出口部の注出孔に挿着する開口維持部材の両側の折り曲げ板の外側の側辺が注出
方向へ先細りの傾斜をもつ本発明の開口維持部材付パウチは、パウチの注出口部の先端を
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細くすることができるため、狭い注入口のもつ容器へ内容物を移し替えるときに、内容物
の注入がし易くなる。
【００１９】
また、注出口部の注出孔に挿着する開口維持部材の折り曲げ板の外側縁部又は全体を、固
定板を含む平面に対して、折り曲げ方向へ所定の角度だけ傾斜させた本発明の開口維持部
材付パウチは、パウチの外側から両側の折り曲げ板を指でつまみ、中心方向へ力を加える
だけで、折り曲げ板が始めから折り曲げ方向へ所定の角度だけ傾斜しているため、自然に
、両側の折り曲げ板が所定方向へ折り曲がる。
【００２０】
また、注出口部の表裏の合成樹脂フィルムの少なくとも片側を透明又は半透明にした本発
明の開口維持部材付パウチは、注出口部の透明又は半透明側のパウチ外側から、注出孔に
挿着する開口維持部材を目視できるため、開口維持部材の組み立て状況を確認しながら組
み立てができ、開口維持部材の組み立てを確実にすることができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
本発明の開口維持部材付パウチは、使用時に先端を切断して注出孔を開口する注出口部を
もち、表裏の合成樹脂フィルムの周縁部をシールしてなる柔軟なパウチの注出口部の注出
孔に、折り曲げ可能で平板状で適度の剛性をもつ開口維持部材を挿着し、内容物の注出時
に、開口維持部材を折り曲げて係合して立体構造にするものである。この開口維持部材は
、使用目的に適応した剛性をもつポリエチレン、ポリプロピレンなどの熱可塑性樹脂を用
いて、射出成形法により作製するものであり、パウチの注出口部の内面に、部分的に接着
剤で接着するか又は熱融着して、パウチの注出口部内に挿着するものである。
【００２２】
そして、上述のパウチは、通常では、延伸ポリエステルフィルム層／ポリエチレン層構成
、延伸ポリエステルフィルム層／無延伸ポリプロピレンフィルム層構成、ナイロンフィル
ム層／ポリエチレン層構成、ナイロンフィルム層／無延伸ポリプロピレンフィルム層構成
、ナイロンフィルム層／アルミニウム箔層／ポリエチレン層構成、ナイロンフィルム層／
アルミニウム箔層／無延伸ポリプロピレンフィルム層構成、延伸ポリエステルフィルム層
／延伸ナイロンフィルム層／ポリエチレン層構成、延伸ポリエステルフィルム層／延伸ナ
イロンフィルム層／無延伸ポリプロピレンフィルム層、ポリエチレンテレフタレートフィ
ルム層（蒸着層）／延伸ナイロンフィルム層／線状低密度ポリエチレンフィルム層構成な
どの透明又は不透明の積層フィルムを表裏重ね合わせて、その周縁部に、図１（ａ）に示
すように、ヒートシール法などの熱融着法によりシール部（１０１）を設けて作製するも
のである。上述の蒸着層とは、アルミニウムなどの金属蒸着層、酸化ケイ素、アルミナな
どの無機化合物蒸着層である。また、使用目的によっては、積層フィルムに限ることなく
単層フィルムを使用してもよい。なお、注出口部（１１０）には、通常、開封のためのノ
ッチ（１１１）を形成するものであり、パウチの形態は、通常周知の自立しない平パウチ
でも、底部に底部材を設けて自立するスタンディングパウチでもよい。
【００２３】
本発明の一実施形態の開口維持部材付パウチ（１０）は、例えば、図１（ａ）に示すパウ
チ（１００）の注出口部（１１０）の注出孔（１１１）に、図１（ｂ）に示すように、長
方形状の固定板（２１０）の両側に、長方形状の折り曲げ板（２２０）をヒンジ（２０１
）を介してそれぞれ連設し、これら２本のヒンジのそれぞれに、１個又は複数（図では、
２個ずつ）の長方形状の切欠き（２０３）を跨がらせて設け、これら切欠きのそれぞれの
固定板の端縁部に、両側の折り曲げ板をヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、
対応する折り曲げ板の切欠きの断面（２２２）と係合する嵌合平面（２３２）をもち外側
に角の面取り部（２３３）をもつ係合突起（２３０）を設けた平板状で剛性をもつ合成樹
脂製の開口維持部材（２００）を、図２に示すように、注出口部（１１０）の内面に、固
定板（２１０）の下面を、通常では熱融着して挿着して作製するものである。
【００２４】
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そして、内容物を注出するときに、注出口部の先端を切断して注出孔を開口し、図３に示
すように、両側の折り曲げ板（２２０）をパウチ（１００）の外側から指で押圧して、開
口維持部材（２００）の２本のヒンジ（２０１）を折り曲げて、両側の折り曲げ板（２２
０）を固定板（２１０）に対してほぼ直角に内側へ折り曲げ、切欠きの固定板の端縁部の
係合突起（２３０）と折り曲げ板の切欠きの断面（２２２）とを係合させると、平板状だ
った開口維持部材（２００）がワンタッチで立体構造となり、パウチ（１００）の注出口
部（１１０）の注出孔（１１１）が開口した状態に維持されて内容物の流路（１１２）が
確保されるものである。なお、ヒンジ（２０１）は、図２に示すように、裏面に切込み（
２０２）を設けて線状の薄肉部を形成して形成するものである。
【００２５】
また、本発明の他の一実施形態の開口維持部材付パウチ（１０）は、例えば、図５（ａ）
に示すパウチ（１００）の注出口部（１１０）の注出孔（１１１）に、図５（ｂ）に示す
ように、長方形状の固定板（２１０）の両側に、長方形状の折り曲げ板（２２０）をヒン
ジ（２０１）を介してそれぞれに連設し、これら２本のヒンジの対応する位置のそれぞれ
に、１個又は複数（図では、２個ずつ）の長方形状の切欠き（２０３）を跨がらせて設け
、これら切欠きのそれぞれの折り曲げ板側の側辺周縁部に嵌合突起（２２１）を設け、ま
た、切欠きのそれぞれの固定板側の上辺及び下辺のどちらか片側（図では、上辺）の周縁
部に切欠きに対応して突き出す嵌合突起（２１１）を、両側の折り曲げ板をヒンジを介し
て内側へ直立に折り曲げたときに、側辺周縁部の嵌合突起（２２１）の片側端部を下面に
嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材（２００）を、図６
に示すように、注出口部（１１０）の内面に、固定板（２１０）の下面を、通常では熱融
着で接着（２０４）して作製するものである。なお、固定板及び折り曲げ板に設ける嵌合
突起（２１１及び２２１）の上面の高さは、図６に示すように、同一平面上に設けて、流
通及び保管時でのパウチの部分的な外圧による変形を避けるものであり、また、固定板及
び折り曲げ板に設ける嵌合突起（２１１及び２２１）の上面の形状は、角取り又はテーパ
ーを付けた平面にし、固定板に設ける嵌合突起（２１１）の下面も、角取り又はテーパー
を付けることが好ましく、ヒンジ（２０１）は、裏面に切込み（２０２）を設けて線状の
薄肉部を形成して設けるものである。
【００２６】
そして、内容物を注出するときに、注出口部の先端を切断して注出孔を開口し、図７に示
すように、両側の折り曲げ板（２２０）をパウチ（１００）の外側から指で押圧して、開
口維持部材（２００）の２本のヒンジ（２０１）を折り曲げて、両側の折り曲げ板（２２
０）を固定板（２１０）に対してほぼ直角に内側へ折り曲げ、折り曲げ板の切欠きの側辺
周縁部に設けられた嵌合突起（２２１）の片側端部を、固定板の切欠きの上辺又は下辺の
周縁部に設けられた切欠きに突き出す嵌合突起（２１１）の下面に嵌着すると、平板状だ
った開口維持部材（２００）がワンタッチで立体構造となり、パウチ（１００）の注出口
部（１１０）の注出孔（１１１）が開口した状態に維持されて内容物の流路（１１２）が
確保されるものである。
【００２７】
また、本発明の他の一実施形態の開口維持部材付パウチ（１０）は、例えば、図８（ａ）
に示すパウチ（１００）の注出口部（１１０）の注出孔（１１１）に、図８（ｂ）に示す
ように、長方形状の固定板（２１０）の両側に、長方形状の折り曲げ板（２２０）をヒン
ジ（２０１）を介してそれぞれに連設し、この２本のヒンジの対応する位置のそれぞれに
、複数（図では、２個ずつ）の長方形状の切欠き（２０３）を跨がらせて設け、この内の
所定数（図では、注出口部の後方側の２個）の切欠きのそれぞれの固定板の端縁部に、両
側の折り曲げ板をヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、対応する折り曲げ板の
切欠きの断面（２２２）と係合する嵌合平面（２３２）をもち外側に角の面取り部（２３
０）をもつ係合突起（２３０）を設け、且つ、他（図では、注出口部の先端側の２個）の
切欠きの折り曲げ板側の側辺周縁部に嵌合突起（２２１）を設け、切欠きの固定板側の上
辺と下辺のどちらかの片側（図では、上辺）の周縁部に切欠きに突き出す嵌合突起（２１
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１）を、折り曲げ板をヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、側辺周縁部の嵌合
突起（２２１）の端部を下面に嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開
口維持部材（２００）を、図９及び図１１に示すように、注出口部（１１０）の内面に、
固定板（２１０）の下面を、通常では熱融着で接着（２０４）して作製するものである。
なお、上述の二つのロック機構は、どちらのロック機構が注出口部の先端側に位置しても
構わない。
【００２８】
そして、内容物を注出するときに、注出口部の先端を切断して注出孔を開口し、図１０に
示すように、注出口部（１１０）の先端側の開口維持部材（２００）の両側の折り曲げ板
（２２０）をパウチ（１００）の外側から指で押圧して、開口維持部材（２００）の２本
のヒンジ（２０１）を折り曲げて、両側の折り曲げ板（２２０）を固定板（２１０）に対
してほぼ直角に内側へ折り曲げ、折り曲げ板の切欠きの側辺周縁部に設けられた嵌合突起
（２２１）の片側端部を、固定板の切欠きの上辺又は下辺の周縁部に設けられた切欠きに
突き出す嵌合突起（２１１）の下面に嵌着すると、また同時に、図１２に示すように、注
出口部（１１０）の後方側の開口維持部材（２００）の両側の折り曲げ板（２２０）をパ
ウチ（１００）の外側から指で押圧して、開口維持部材（２００）の２本のヒンジ（２０
１）を折り曲げて、両側の折り曲げ板（２２０）を固定板（２１０）に対してほぼ直角に
内側へ折り曲げ、切欠きの固定板の端縁部の係合突起（２３０）と折り曲げ板の切欠きの
断面（２２２）とを係合させると、図１０及び図１２に示すように、平板状だった開口維
持部材（２００）がワンタッチで立体構造となり、パウチ（１００）の注出口部（１１０
）の注出孔（１１１）が開口した状態に維持されて内容物の流路（１１２）が確保される
ものである。
【００２９】
上述した本発明の実施形態の開口維持部材付パウチ（１０）は、狭い注入口のもつ他の容
器へ内容物を移し替え易くするために、注出口部の先端を細くしたパウチの注出口部の内
面に、図４に示すように、開口維持部材（２００）の両側の折り曲げ板（２２０）の外側
の側辺（２２３）を注出方向へ先細りの傾斜にして、固定板（２１０）の下面を熱融着し
て挿着してもよい。
【００３０】
また、本発明の他の一実施形態の開口維持部材付パウチは、パウチの注出口部の注出孔に
、四角形状の固定板の片側に、四角形状の折り曲げ板をヒンジを介して連設し、ヒンジに
１個又は複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設け、切欠きのそれぞれの固定板の端縁部
に、折り曲げ板をヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、折り曲げ板の切欠きの
断面と係合する嵌合平面をもち外側に角の面取り部をもつ係合突起を設けた平板状で剛性
をもつ合成樹脂製の開口維持部材を、注出口部の注出孔にヒンジを注出方向に平行にして
挿着するものである。
【００３１】
また、本発明の他の一実施形態の開口維持部材付パウチは、パウチの注出口部の注出孔に
、四角形状の固定板の片側に、四角形状の折り曲げ板をヒンジを介して連設し、このヒン
ジに１個又は複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設け、切欠きの折り曲げ板側の側辺周
縁部に嵌合突起を設け、切欠きの固定板側の上辺と下辺のどちらかの片側の周縁部に切欠
きに突き出す嵌合突起を、折り曲げ板をヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、
側辺周縁部の嵌合突起の端部を下面に嵌着するように設けた平板状で剛性をもつ合成樹脂
製の開口維持部材を、注出口部の注出孔にヒンジを注出方向に平行にして挿着するもので
ある。
【００３２】
また、本発明の他の一実施形態の開口維持部材付パウチは、パウチの注出口部の注出孔に
、四角形状の固定板の片側に、四角形状の折り曲げ板をヒンジを介して連設し、ヒンジに
複数の四角形状の切欠きを跨がらせて設け、所定数の切欠きのそれぞれの固定板の端縁部
に、折り曲げ板をヒンジを介して内側へ直立に折り曲げたときに、折り曲げ板の切欠きの
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断面と係合する嵌合平面をもち外側に角の面取り部をもつ係合突起を設け、且つ、他の切
欠きの折り曲げ板側の側辺周縁部に嵌合突起を設け、切欠きの固定板側の上辺と下辺のど
ちらかの片側の周縁部に切欠きに突き出す嵌合突起を、折り曲げ板をヒンジを介して内側
へ直立に折り曲げたときに、側辺周縁部の嵌合突起の端部を下面に嵌着するように設けた
平板状で剛性をもつ合成樹脂製の開口維持部材を、注出口部の注出孔にヒンジを注出方向
に平行にして挿着するものである。
【００３３】
また、パウチの注出口部に挿着する開口維持部材の折り曲げ板を、使用時に所定方向へ折
り曲げ易くするために、図１３（ａ）に示すように、折り曲げ板（２２０）の外側縁部を
、固定板（２１０）を含む平面に対して、折り曲げ方向へ所定の角度（α°）だけ傾斜さ
せてもよく、また、図１３（ｂ）に示すように、折り曲げ板（２２０）の全体を、固定板
（２１０）を含む平面に対して、折り曲げ方向へ所定の角度（θ°）だけ傾斜させてもよ
い。
【００３４】
また、パウチの注出口部に挿着する開口維持部材を立体構造にするときに、パウチの外側
から開口維持部材の状態を目視するために、注出口部の表裏の合成樹脂フィルムの少なく
とも片側を透明又は半透明にしてもよい。なお、パウチにガスバリア性などを必要とする
場合には、基材の積層フィルムの構成層中に、アルミ、シリカなどの透明又は半透明の無
機化合物の蒸着層を設けてることができるが、不透明なアルミニウム箔層、アルミニウム
蒸着層などは設けられない。また、通常、パウチの注出口部の全体又は開封維持部材の全
体又は一部分に相当する部分には、印刷層を設けてはならない。
【００３５】
上述の本実施形態の開口維持部材付パウチは、実用テストにおいては、流通及び保管時の
集積効率が良く、内容物充填機上でのパウチの搬送に係わるトラブルの発生がなく充填効
率が良好であり、また、使用時には、ワンタッチでクリック感をもって開口維持部材をし
っかりした立体構造にでき、注出口部からの内容物の注出状態が良好であった。
【００３６】
なお、パウチに形成する注出口部も上述の実施形態例のようなパウチの角部に斜め方向に
突出する形態のほかに、パウチの上部角部又は上部中央部に上方向に突出する形態、パウ
チの側部角部、側部中央部、側部下部に横方向に突出する形態とすることもできる。
【００３７】
また、パウチの注出口部に開口維持部材を収容するパウチの表面方向へ膨らむ窪みを形成
することもできる。この窪みは、パウチの表裏フィルムの一方若しくは両方（好ましくは
本発明のパウチを製造する際に開口維持部材を置く側のフィルム）に、開口維持部材の外
周形状と等しいか大であり、この開口維持部材を収容可能な大きさで、その深さは開口維
持部材の厚み相当か、それ以上かそれ以下にして設けるものである。
【００３８】
【発明の効果】
本発明の開口維持部材付パウチは、開口維持部材を挿着する注出口部もパウチ本体と同様
に比較的に平坦であり、流通及び保管時の集積効率が良く、また、通常の内容物充填機で
もパウチの搬送上のトラブルを発生しない。
【００３９】
また、本発明の開口維持部材付パウチは、使用時に注出口部の先端を切断して開封し、指
でパウチの外側から注出孔に挿着されている開口維持部材の折り曲げ板をヒンジから折り
曲げると、ワンタッチで立体構造に変えることができ、この立体構造の開口維持部材が、
注出孔を開口状態に維持して内容物の流路を確保するため、内容物を注出口部から注出し
易い。なお、クリップ感をもって開口維持部材を立体構造にできるため、不透明なパウチ
にも適用することができる。
【００４０】
また、狭い注入口のもつ容器へ内容物を移し替え易いように、開口維持部材を挿着するパ
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ウチの注出口部の先端を細くすることもでき、また、折り曲げ板の外側縁部又は全体を傾
斜させて、注出口部に挿着する開口維持部材を所定方向へ曲げ易くすることもでき、さら
には、注出口部に挿着する開口維持部材をパウチの外側から目視可能にすることもできる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）は、本発明の一実施形態の開口維持部材付パウチの注出口部の構造を示す
説明図であり、（ｂ）は、その開口維持部材の平面図である。
【図２】図１に示す開口維持部材付パウチのＡ－Ａ’線断面図である。
【図３】図１に示す開口維持部材付パウチの内容物を注出するときの注出口部内の状態を
示す断面図である。
【図４】本発明の他の一実施形態の開口維持部材付パウチの注出口部に挿着する開口維持
部材の平面図である。
【図５】（ａ）は、本発明の他の一実施形態の開口維持部材付パウチの注出口部の構造を
示す説明図であり、（ｂ）は、その開口維持部材の平面図である。
【図６】図５に示す開口維持部材付パウチのＢ－Ｂ’線断面図である。
【図７】図５に示す開口維持部材付パウチの内容物を注出するときの注出口部内の状態を
示す断面図である。
【図８】（ａ）は、本発明の他の一実施形態の開口維持部材付パウチの注出口部の構造を
示す説明図であり、（ｂ）は、その開口維持部材の平面図である。
【図９】図８に示す開口維持部材付パウチのＣ－Ｃ’線断面図である。
【図１０】図８に示す開口維持部材付パウチの内容物を注出するときの注出口部内の上方
部分の状態を示す断面図である。
【図１１】図８に示す開口維持部材付パウチのＤ－Ｄ’線断面図である。
【図１２】図８に示す開口維持部材付パウチの内容物を注出するときの注出口部内の下方
部分の状態を示す断面図である。
【図１３】（ａ）は、折り曲げ板の外側縁部を折り曲げ方向へ傾斜させた開口維持部材の
要部の断面図であり、（ｂ）は、折り曲げ板の全体を折り曲げ方向へ傾斜させた開口維持
部材の要部の断面図である。
【符号の説明】
１０……開口維持部材付パウチ
１００……パウチ
１０１……シール部
１１０……注出口部
１１１……注出孔
１１２……流路
１１３……ノッチ
２００……開口維持部材
２０１……ヒンジ
２０２……切込み
２０３……切欠き
２０４……接着
２１０……固定板
２１１，２２１……嵌合突起
２２０……折り曲げ板
２２２……断面
２２３……側辺
２３０……係合突起
２３２……嵌合平面
２３３……面取り部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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